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資 　料
養護教諭養成教育への導入を踏まえた
歯周状態判断トレーニングソフト について
梶 　原 　京 　子
は じ め に
養護教諭の職務内容には，健康診断・健康相談に
関することなどの	項目（文部科学省：平成	年）
が提示されているが，その中で注目したいものに養
護教諭独自の判断能力やアセスメント能力がある．
養護教諭は，保健室内外で児童生徒の外科的・内科
的な訴えに対する観察や判断を日常的に行い，学習
活動が円滑に進むように努めている．従って，児童
生徒に対する「観察」や「判断」は養護教諭の重要
な役割と考えられている．しかし，養護教諭の判断
の根拠についての研究について調べたところ多くは
なかった ．また，養護教諭の行う保健教育は，
従来，健康診断後の結果などを活用した内容などの
具体的な健康課題をもとに実施するプロセスがとら
れてきた．一方では，教育課程の保健学習の中にも
病気の予防などについて児童生徒が系統的に健康づ
くりに関心を持ちセルフケアできることを目的とし
て指導内容が組まれている．養護教諭は，これら
保健学習や保健指導の両方を担当することもあり，
指導方法の工夫や教材の開発にも関心を向ける必要
があると考える．特に，小学 年生から指導内容に
も示されている歯周疾患の予防教育に関わる こ
とは，児童生徒の健康課題を解決する役割のひとつ
であると考えられている．そこで，完全に治療を要す
る罹患状態になる前の段階で判断を加え，疾病の途中
の段階を判断し，児童生徒が歯科疾患もしくは口腔疾
患に関心を示すように促すことで疾病罹患を未然に防
ぎ，歯科保健領域の保健行動の改善に寄与することが
必要なことと考える．口腔内の状態を良好に維持でき
ることは全身の健康づくりの重要な基盤である．
平成年度の歯科疾患実態調査 によると，全
年齢層の約に歯肉所見があり， 歳から
歳への移行期は，歯肉炎から歯周炎へと歯周
病が進行する年齢層であると報告されている．また，
学校における健康診断では，（平成 ）年度か
ら，歯周疾患（：）やう蝕（：）
に加え，歯周疾患要観察者（： 
 ），要観察歯（：!  
  ）が新しく口腔の健康診断項目
に取り入れられた．，は学校医，学校関
係者が児童生徒に適切な保健指導を行うことによって，
う蝕と歯周疾患の予防と進行抑制，時に健全な状態に
移行することが可能な状態のものとされている	．
養護教諭養成課程を持つ大学では，養護実習中，
歯科保健指導をテーマにして，小学校で""，中学
校で		実施されており，小学校の高学年からは，
歯肉炎に着目した指導が取りあげられていると報告
されている
．
そこで，近年，河村ら（		年）がトレーニング
ソフト「ダーグズ」を用い歯学生や中学生を対象に
調査し，彼らの歯周組織の炎症状態の判断力を客観
的に評価できることが報告されている．しかし，
養護教諭養成課程の学生において活用され，その有
用性に関して研究されたものはみあたらなかった．
ダーグズは，歯周組織の状態を判断するために歯
学生を対象に器具を用いずコンピュータで訓練する
ことを目的とするソフトとして開発されたものであ
る．本稿では，ダーグズに関する文献について，
養護実習で保健教育にいかすことができるように，
養護教諭養成教育への導入を踏まえた基礎資料とし
て整理検討し考察した．
歯周組織の炎症状態判断に関する開発項目
．「歯科保健行動目録
（	 
	
		 ，以下 
と略す）」
#$%&'は，口腔衛生に対する認知・態度・行動を
総合的に評価することが可能な歯周疾患のスクリー
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表  　歯科保健行動目録（）
　「歯科保健行動目録（ 	

  

：	）」は，項
目から構成されており，口腔衛生に対する認知・態度・行動を総合的に評価することが可能な歯周疾患
のスクリーニング法として開発されたものである．
ニング法として開発されたものである．#$%&'質
問紙は	項目（表 ）から構成されている．
河村らは，「#$%&'の開発は，"年に歯科にお
ける二大疾患であるう蝕と歯周疾患，プラーク・コ
ントロールを徹底することによって予防することが
可能である．しかし成人におけるこの口腔清掃行動
は個人や集団が受ける種々な影響が反映されるため，
口腔清掃行動因子とその関連性について具体的に研
究された報告は少ないと考えて，「個人または集団
の口腔清掃行動に関する行動科学的特性を把握する
ために"	項目の質問紙を作成し，口腔清掃行動にお
ける潜在因子の抽出を試み，口腔内状態の推定に不
可欠な因子は『口腔』『認識』の因子であることが確
認された 」と述べている．そして，河村らは"

年，成人に対する新しい歯周疾患スクリーニング法
として，『口腔』『認識』の因子に改良を加えた歯科保
健行動目録を考案し，口腔衛生に関して行動評価も
可能な歯周疾患のスクリーニング法としての有用性
を検討した．その結果，の質問項目について口腔
評価指数の推定に有効であり，#$%&'は口腔衛生
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に対する認識・行動評価も可能な歯周疾患スクリー
ニング法として有用である と示唆を得ている．
また，河村らは，""年に高校生に対する歯科保健
教育において，「歯磨きについてのアンケート調査」
に関して	項目を作成した．その中の項目に各々
点を与え，その合計点を認識得点とし，高校生の
歯科保健行動評価の認識得点を調査している．小中
学校でのブラッシング指導は，高校生の歯科保健行
動にある程度影響を及ぼしており，質問紙調査で得
られる認識得点を利用することによって，高校生の
歯科保健行動レベルを把握できるだけでなく，歯科
保健教育による動機づけの程度についても簡便に評
価しうると示唆を得ている．さらに，大学生を
対象に調査した歯科保健行動評価と再検査法による
#$%&'の信頼性については，初回時の得点と 回
目との間に強い正の相関（  , 		，-  			）
が認められたことから，#$%&'の再検査法による
信頼性は確認されたと報告している．
．「口腔評価指数（	 	 ，
以下 と略す）」
.'は，河村らが"
年に成人に対する新しい
歯周組織の炎症状態スクリーニング法として，#$
%&'と同様に『口腔』『認識』の因子に改良を加え
た .'を考案し，口腔衛生に関して歯周疾患のス
クリーニング法としての有用性を検討したものであ
る．その結果，.'の推定に有効であること，ま
た，.'は歯周疾患スクリーニング法として有用で
あると報告者は示唆している．
.'は，歯肉の炎症状態をわずか	秒程度で判
定できる簡便な検査法で，上顎前歯唇側部・下顎前
歯唇側部・右側上顎臼歯口蓋側部および右側下顎臼
歯舌側部の計 ブロックについて，歯肉炎の程度，
口腔清掃状態（歯垢付着状態，歯石沈着状態）を総
合して 段階に評価したものである．具体的には，
(歯肉の炎症所見を認めず，歯垢および歯石の存在
を認めないもの+を/ ，(局所的に軽度の歯肉炎を
認めるが，口腔清掃状態は概ね良好なもの+を/ ，
(高度の歯肉炎症所見が認められ，口腔清掃状態が不
良なもの+を ，(中等度の歯肉炎症所見が認めら
れ，歯垢または歯石の存在が明らかなもの+を ，
(「/」か「」か，どちらとも判定しがたいもの+を
	としている（表 ）	
．
河村らは，「.'による評価は検査に一人あたり
約	秒であったが，他の検査法では 分 分	秒
および 分の時間が必要であった．歳の大部
分は  00を超えるポケット形成はほとんど認めら
れないと確認されている．学校歯科保健の一端とし
て，生徒の歯周状況を把握し，それに続く保健教育
を行う目的で，部位別に歯肉炎の程度を評価したり，
歯周ポケットを測定したりする意義は少ないように
思われる」と述べている．また，この研究の中で，
高校生の歯周状況は日常の歯科保健行動が反映され
たものであって，新しく考案した .'による評価
の結果から，高校生に対する何らかの処置が必要で
あることが示唆された．また，.'は歯周状態を評
価する新しい指標となる可能性があることも
示唆していた．
さらに，河村らは，歯肉の炎症状態に対する診断
能力を客観的に捕らえる方法として，.'による診
断評価システムを構築している．このシステムの概
要は次のようなものである．研修歯科医に表 を用
いて	枚スライドを判定する方法を用いる． 再現
数 組ある同一スライドのうち，何組のスライド
に同じ判定を与えていたか． 正解数	枚あるス
ライドのうち，何枚のスライドを正しく判定したか．

はずれ値の有無正しい判定からかけ離れた判定
（正解値との差の絶対値が を越える判定）をした
スライドはなかったかを評価できるように考えてい
る．正しい診断能力のうえに治療（指導）が期待で
きる．診断能力は，診査者の知識や経験に由来する
が，.'を用いた診断能力システムは，基準スライ
ド 枚と判定練習用スライド	枚からなり，分間
で投影が終了し，歯肉の炎症状態の診断能力が簡便
に評価できるシステムである．評価者（教育者）の
違いによって評価が異なる可能性は全くないため，
客観的な評価方法である．研修歯科医を評価した研
究で，『歯肉の炎症状態に対する診断能力』は全体に
向上したと考えられた．同時に，この結果は，診断
能力を評価するものとしてこのシステムの有効性を
示すものであろう．しかし，安定した診断を得るた
めには，継続的な訓練は必要である．
．教材「『歯グキを見る眼を養う』
（      !	
"	# $（以下ダーグズ：!"と略す）」
について
ダーグズは，以前，研修歯科医グループを対象に
実施した	枚の .'スライド写真 の中から
枚（同一写真 組を含む）を厳選し，教育トレーニ
ング用に開発したコンピュータ テスト支援ツール
（)11）である．同ソフトは，23上で操作可能
な & 4 )--（&)）によっ
て開発された．各スライドの正解については，臨床
経験が年以上の 名の歯科医師（熟練者）が複数
回判定し，その合意によって決定された．同トレー
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表  口腔評価指数（	
）の判定基準
　「『歯周状態判断能力』（
     
 （ダーグズ：）」は，口腔評価指数
（  
 
!"： ）スライド写真の中から#枚（同一写真 $組を含む）を厳選し，教育トレーニング用に開発した
コンピュータ テスト支援ツール（%&&）である．
ニングソフトは枚の口腔写真をランダムに提示
し，回答者が正解を選択するように提示される数値
（/   ）から適当と判断した回答を直接マウス
で選択することによって，コンピュータが自動的に
一致数，再現数，的はずれ数や総合評価を計算する
ようにプログラムされている．具体的には，.'の
基準カラー写真（表 ）を見せダーグズ利用時に必
要な判定基準を理解させたうえで，スクリーン上に
提示した口腔写真枚の歯周状態を 段階評価させ
る方法がとられている	
．
また，自主学習用に，再度同じ順序でスライドを提
示し，* 値が確認できるようになっている．ダー
グズのようなトレーニングソフトは，）いつでも自
由にできる，）マイペースでできる，）対話形式
である，）習得に費やす時間が短い，）より経済的
であるなどの利点（5 4 0-6&
1）があるといわれている．
さらに，河村らは医療従事者の「学童期の歯周状
態判断能力」の向上を目指したコンピュータソフト
を開発し，同ソフトによる評価の安定性を検討した．
また，アンケート調査を行い，ソフトの有用性につ
いて検討した結果，評価の安定性が得られた．アン
ケート調査の結果では肯定的な回答が得られたこと
により，同ソフトは医療従事者にとって「学童期の
歯周状態判断能力」向上の一助となりうると考えら
れるとしている．

と および !"の関連性について
""年，歯周疾罹患者や医療従事者，学生などを
対象に，開発された口腔評価指数（.'）と従来の
歯周疾患関連指数との関連性を検討し，.'は歯肉
炎指数，歯垢指数，歯石指数，歯周ポケットの深さ
のいずれとも高度な相関性をもつことが確認され，
.'の口腔評価指数としての妥当性が示唆されて
いる．
#$%&'の認識得点は尺度としての信頼性が高
く，また，#$%&'の認識得点と .'との間に高
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
度な相関性（妥当性）が認められたと報告している．
以上のことからみて，#$%&'は成人の歯科保健
行動に関する信頼性・妥当性の高い評価法であるこ
とが明らかで，また，.'によって歯周状況を簡便
に評価できることが確認されている．さらに，成人
の口腔内状態は，口腔衛生意識の多次元構造の中で，
特に口腔衛生に関する認識・予防行動に支えられた
ものであることが示唆された		と報告してい
る．
開発者の国内外での比較研究
河村らは，#$%&'と .'に関して，国内では，
歯学部生のみでなく中学生，高校生を対象に実施し，
歯科保健行動に対する有効な教育手段，動機付け
手段となる
などを報告している．また，
オーストラリア，中国，イギリス，トルコなど海外
でも河村らと現地の研究者らが共同で調査や訓練に
用いたり，各国間での比較検討をしたりしている．
その結果，調査国で，#$%&'を利用することに高
い関心があり，教育効果の測定にも用いられるなど
を確認している．
また，河村らは，「ダーグズに関して，.'は短
時間で判定が可能であり，生徒にも理解しやすく，
基準カラー写真を参考にして判定するという特徴が
ある．中・高校生に対して，講和による保健指導の
前後に歯周検診を実施したところ .'の平均値が
有意に上昇し，また男女共に歯周組織の状態の改善
が認められており，歯周組織の状態の改善に繋がる
教育手段であることが推察された 	」と報
告している．
このように，歯学部の学生のみでなく中学生，高
校生にも自らの歯周組織の状態に関心を向ける動機
づけや歯周状態の改善に繋がるという研究成果を報
告している．
養護教諭養成課程学生に対する
歯周状態診断能力（!"）$の活用
学校歯科保健の領域では，どのようにしたら，生
徒が自分の口の健康状態に関心を持ってくれるかは
重要な課題である．ダーグズは，.'を用いて歯
学生に器具を用いずに歯周組織の状態を判断する訓
練として活用されていた．さらに中学生に対しても
ダーグズを体験させたところポジティブに評価して
いた（楽しかった，おもしろかった，もう一度やっ
てみたい，これからがんばる等）．このことから中
学生に対して歯周組織の健康状態に関して何らかの
動機づけがなされることがわかった．
そこで，学校で常時児童生徒に接する養護教諭を
めざす学生に対して，ダーグズを用いて歯周組織の
状態の判断能力を向上させることが転機になって，
歯周疾患の予防教育に繋げられるのではないかと考
える．
学校における歯科保健活動は，児童生徒などの生
涯にわたる健康づくりの基盤	である．養護教諭養
成課程の学生自らと児童生徒が本ソフトを活用する
ことで，両者が口腔内に関心を向け，若年層の予防
歯科行動をとることに貢献できるのではないかと考
える．また，学生と児童生徒が，歯周組織の状態を
良好に維持できることは，自らの健康維持や積極的
健康づくりに繋がるとも考える．
ま と め
養護教諭養成課程の学生に対して，日常的な児童
生徒の健康観察の中で歯肉組織の状態を的確に判断
する能力を養成する必要があり，その根拠となる判
断材料をもち，歯科保健教育に取り組むための具体
的な教材を提示することは大切であると考える．学
生は，児童生徒への健康教育方法について学ぶ過程
にあると共に自らの歯周病進行の時期とも重なる年
代であり，若者や児童生徒の保健行動の改善を促す
ことは重要であろう．
将来，養護教諭をめざす学生が，対 の個別指
導とクラスや学年全体の集団指導に生かすことがで
きるように歯周組織の判断能力を向上させることで，
学校における予防教育に貢献できるのではないかと
考える．
従って，養護教諭養成課程学生に対して，コン
ピュータ・トレーニングソフト (『歯グキを見る眼を
養おう』（%))*）+を教材として活用することに
より，歯周組織の状態を判断する能力を向上させ，
歯周疾患予防などの保健教育にいかすことができる
ように試みていきたい．また，活用した結果をもと
に，養護教諭や養護教諭養成課程学生に対して，有
効に活用できる方法などについてさらに検討してい
きたい．
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